
 令和５年度も残すところあとわずかとなりました。卒業シーズンを迎え、南地区の卒業生たちもたくさ

んの思い出と未来への希望を胸に、それぞれの学び舎を巣立ったことでしょう。 

今年度を振り返りますと、昨年５月に新型コロナウイルスの感染症法の位置づけが５類に引き下げられ

たことにより、コロナ禍で休止していた各種行事が再開し、ようやく対面での交流と賑わいが戻ってきた

１年となりました。南地区コミュニティでも、２大行事である南地区盆踊り大会、コミュニティ・公民館

まつりを４年ぶりに開催し、多くの皆様にお越しいただきました。各種事業にご協力をいただいた多くの

地域関係者の皆様に、改めて感謝を申し上げます。 

昨今、少子高齢化や人間関係の希薄化が地域社会にとって大きな課題となっていますが、コミュニティや公

民館での活動を通して、世代を超えた人と人とのつながりが生まれることで、地域の活性化が図れるのではな

いでしょうか。今後も、それぞれの世代の方が、「南地区に住んでいてよかった。」と思えるような事業展開を

行って参りたいと考えておりますので、引き続き、ご協力をお願い申し上げます。 

コミュニティ福祉部・地域振興部共催 ウエスカット作業 

 ２月１８日（日）、コミュニティ福祉部・地域振興部共催で、社会貢献活動の一環である「ウエス

カット作業」を実施しました。地域の皆様からお寄せいただいた綿素材の古着・タオル・シーツ等

の布を 30 ㎝四方の正方形に裁断する作業です。昨年度はコロナ禍により役員のみでの作業でした

が、今回は部員１７名が参加し、１時間余りで段ボール１１箱分のウエスを作成しました。ウエス

は 2 月２１日（水）、社会福祉協議会の善意銀行に寄贈させていただきました。今後、市内の高齢者

施設や障がい者施設などに分配され、活用されるとのことです。参加された皆様、大変お疲れさま

でした。この事業は今後も継続して実施しますので、地域の皆様、不要になった綿素材の布があり

ましたら、公民館へお寄せくださいますよう、ご協力をお願いします。 

 

 

 

 

  

みなみのひろば 
      

令和６年３月２０日発行 第４８３号 
編集・発行：南地区コミュニティ・南公民館 

南公民館 HP 

(市公式 HP) 

南公民館メール 
QR または 
kou-minami@city.nasushiobara.tochigi.jp 

〒329-2733 

那須塩原市二区町 401 

TEL/FAX 

0287- 36-7341 



第２回西那須野中学校区地域学校協働本部会議 

公民館オンライン予約システムについて 

南公民館に太陽光発電設備が導入されました 

ソーラーパネル 蓄電池 発電量などがわかるモニター 

 

 ２月２９日（金）、令和５年度第２回西那須野中学校地域学校協働

本部会議が開催されました。南小学校区からは遠藤優美地域学校協

働活動推進員・鈴木和宏推進員・星野悦子南小学校長・髙橋康志地

域連携教員・中野浩明 PTA 会長・印南恵子南公民館長が委員として

出席し、今年度事業の振り返りや、西那須野中学校区の目指す子ど

も像などについて、各学校区に別れ、グループワークを行いました。

どのグループでも活発な意見交換が交わされ、将来を担う子どもた

ちのため、地域と学校とが連携してどのように事業を展開するのが

効果的か、それぞれの立場から現状や課題を整理し、アイデアを出

し合いました。 

南小学校区では、令和６年度も引き続き、地域交流活動「ときわ

っ子チャレンジ」、宿題お助け隊、ジュニアリーダー講習会などを計

画しており、コミュニティの各種事業に中学生ボランティアをお願

いする予定です。子どもたちの健全育成と地域の活性化のため、今

後も地域の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 広報なすしおばら２月号や市ホームページなどでもお知らせしておりますが、公民館

がオンラインで予約できるようになりました。これに伴い、公民館を予約する場合は事

前に団体登録が必要になります。一度団体登録をすれば、スマホやパソコンから市内の

全公民館がいつでも簡単に予約できます。操作方法など、わからないことがある場合は

お気軽に公民館にお問い合わせください。 

オンライン予約システムへは、右記 QR コードからアクセスできます。 

今年度、市の取組みとして、指定避難所のうち３か所（いきいきふれあいセンター・南公民館・三和

住宅にしなすのスポーツプラザ）に太陽光発電設備・蓄電池・LED 照明が導入されました（地域レジ

リエンス事業）。これにより、平常時の脱炭素化と、災害により停電が起こった場合の避難所機能の維

持と強化を目指します。停電時には蓄電池からの電力供給に切り替わり、避難スペースや事務室、トイ

レ等の照明の点灯など、避難所に必要な電力を自力で賄うことができます。また、LED 照明の調光機

能により、夜間、避難した方の睡眠を妨げないよう、明るさを調整することもできます。 


